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区分 指導 題名 
育成期から肥育前期に飼料中の粗蛋白質濃度を高め
た黒毛和種去勢牛の早期出荷技術 

［要約］黒毛和種去勢牛の育成期から肥育前期まで飼料中の粗蛋白質濃度を高め、かつ
肥育開始を8か月齢に前倒することで、26か月齢の早期出荷でも、慣行と同等の収益を確
保することができる。また、年間出荷頭数は約20％増加が見込まれる。 

キーワード 黒毛和種 肥育期間短縮 高蛋白質 畜産研究所 家畜育種研究室 

1 背景とねらい 
本県の黒毛和種肥育牛の出荷月齢は 30 か月齢を超過しており、肥育経営の効率化を図

るため、岩手県酪農・肉用牛近代化計画書で肥育期間の短縮が目標に掲げられている。 
そこで、26 か月齢出荷で良好な枝肉成績の確保を可能とする肥育技術体系の確立を図

ることを目標として、素牛育成段階からの高蛋白質飼料給与が発育及び肉質に及ぼす影
響について調査する。 

 
2 成果の内容 

(1)3～13 か月齢まで、配合飼料の一部を大豆粕で代替し、配合飼料乾物中の粗蛋白質含
量を 3～7 か月齢は 25％、8～13 か月齢は 20％に高め、育成期の濃厚飼料（育成配合
と大豆粕の合計量）を上限 4.5 ㎏/日として、表 1 に示す通り増給した場合の肥育成績
は以下のとおりである。 

ア 終了時体重は 26 か月齢出荷（短期区）で劣る。平均日増体量（DG）は、肥育前期（8
～13 か月齢）で向上するが、中期以降は差がなく、通算では同等である（表 2）。 

イ 飼料摂取量は、乾物摂取量および TDN 摂取量で短期区が少なく、飼料を節減できる
(表 3)。 

ウ 枝肉重量は短期区で劣る。その他の項目では同等であり、早期出荷によるしまりの
悪化等の影響は見られない（表 4）。 

(2)収益評価および増頭数 
8 か月齢から肥育終了までの収益比較では、短期区は枝肉重量の減少により枝肉価格

が下がるものの、肥育期間の短縮により、飼料費のほか、敷料や人件費等の経費が削減
でき、収益性は同等である（表 5）。また、年間出荷頭数を約 20％増加することが可能
となる（表 6）。 

 
3 成果活用上の留意事項 

(1)試験頭数は、短期区 9 頭、慣行区 6 頭。主に増体系種雄牛産子（去勢牛）である。 
(2)大豆粕は、規定量の配合飼料の上にトップドレスで給与する。 
(3)育成期から肥育前期には乾草を飽食給与とし、採食を確認する。 

 
4 成果の活用方法等 

(1)適用地帯又は対象者等 黒毛和種一貫農家を指導する畜産関係者 
(2)期待する活用効果   黒毛和種肥育牛の肥育期間短縮による収益性改善 

 
5 当該事項に係る試験研究課題 

（H26-03）黒毛和種肥育期間短縮のための素牛育成期を含めた飼料給与体系の確立
［H26-30/県単、H28-R2/独法委託］ 
外部資金名：国際競争力強化に向けた黒毛和種短期肥育技術の開発｢革新的技術開発・
緊急展開事業｣（うち先導プロジェクト） 
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8 試験成績の概要（具体的なデータ） 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 
 
 
 


